
外
交
文
書
の
公

開
は
1
9
7
6
年

に
始
ま
り
、
2
0
回
目
と
な
る
。

今
回
は
沖
縄
返
還
（
7
2
年
）
が

挙
れ
た
佐
藤
栄
作
元
首
相

の
米
国
訪
問
（
6
7
年
）
な
ど
が

対
象
で
、
日
米
交
渉
の
一
端
な

ど
が
新
た
に
開
示
さ
れ
る
。
た

だ
、
何
を
公
開
す
る
か
は
依
然

と
し
て
外
務
省
の
内
規
（
裁
量
）

に
萎
ね
ら
れ
て
お

正
常
化
（
6
5
年
）
、
沖
縄
返
藩

密
約
文
書
な
ど
は
今
回
も
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

文
書
は
原
則
3
0
年
を
経
過
し

た
も
の
を
公
開
対
象
と
し
て
い

る
。
し
か
し
①
個
人
の
プ
ラ
イ

「30年後公開」原則実質化を
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バ
タ
ー
に
か
か
わ
る
②
相
手
国

と
の
倍
頼
渾
悪
筆
及

ぼ
す
⑧
憂
渉
に
影
響
す

る
－
1
－
と

ば
対
象
外

が
判
断
す
れ

。
日
ソ
関
連

を
妨
げ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

外
交
は
物
事
を
平
和
裏
に
蝕

開
場
粥
か
撼
紺
地

文
書
は
北
方
領
土
交
渉
、
日
韓

交
渉
関
連
文
書
は
日
慧
琴
正

常
化
交
渉
に
影
響
が
あ
る
、
と

い
う
の
が
公
開
し
な
い
同
省
の

言
い
分
だ
。

だ
が
、
韓
国
は
す
で
に
日
韓

交
渉
の
文
書
を
公
に
し
て
い

惑
。
外
務
省
は
交
渉
経
攣
明

か
せ
ば
「
過
去
の
清
算
」
を
め

ぐ
る
日
朝
交
渉
に
影
響
す
る
と

い
う
が
ご
」
れ
に
つ
い
て
も
0
2

年
の
日
朝
平
壌
宣
言
で
一
定
の

道
筋
が
記
さ
れ
て
お
り
、
交
渉

責
任
が
あ
る
。
両
者
轟
整
罷

る
の
が
3
0
年
と
い
う
時
隊
だ
。

政
府
の
情
報
管
理
鮮
恕
紛

雪
情
報
公
開
は
憂
毒

し
て
い
る
。
2
0
回
目
の
衰

閑
を
節
目
に
、
外
務
含
署
盛

年
を
過
ぎ
た
ら
明
ら
か
拉
ず

る
」
原
則
を
実
質
化
さ
せ
る
こ

と
が
、
国
民
の
信
頼
に
裏
打
ち

さ
れ
た
外
交
に
も
つ
な
が
る
。

【
居
中
番
尚
里
】

ら
か
に
で
き
な
い

が
、
当
事
者
に
は

問
題
」

に
付
し
え
な
い
（
見
過
ご
せ

な
い
）
」
と
分
析
し
て
い
る
。

当
時
は
5
9
年
か
ら
姶
ま
っ

外
務
省
が
6
7
年
、
首
相
へ

の
説
明
資
料
と
し
て
作
成
し

た
暫
本
朝
鮮
人

（
朝
鮮
総
連
）
に

文

書
か
ら
、
当
時
の
政
府
が
、

な
か
。
6
5
年
に
日
韓
が
国
交

正
常
化
を
果
た
し
、
帰
国
事

業
は
既
に
縮
小
さ
れ
て
い

総
連
を
介
し
た
北
朝
鮮
の
動

き
を
「
治
安
上
の

と
ら
え
て
い
る
こ

った。資
料
は
ソ
ウ
ル
で
行
う
佐

藤
栄
作
首
相
と
ハ
ン
フ
リ
ー

米
副
大
統
領
と
の
会
談
用
に

準
備
さ
れ
た
。
「
北
鮮
（
北

朝
鮮
）
の
動
向
」
と
の
項
目

で
「
北
鮮
は
朝
鮮
総
連
の
阻

織
を
利
用
し
て
デ
モ
、
陳
情

孝
行
わ
し
め
、
日
本
国
内
に

ま
で
そ
の
影
響
力
を
行
使
し

よ
う
と
し
で
い
る
」
　
「
こ
れ

は
治
安
問
題
と
し
て
も
等
閑

ム
に
お
け
る
ベ
ト
コ
ン
ゲ
リ

ラ
の
活
動
に
も
似
た
様
相
－

と
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
拍

年
後
、
北
朝
鮮
は
日
本
で
最

初
の
拉
致
事
件
を
起
こ
す
。

朝
鮮
総
連
中
央
本
部
広
報

室
は
「
日
本
政
府
が
射
落

連
と
在
日
朝

対
象
と
し
て

ら
か
に
な
っ
た
。

な
政
策
が
4
0
年
た
っ
た
今
も

続
い
て
い
る
こ
と
に
憤
り
を

感
じ
る
J
と
話
し
て
い
る
。


